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教材研究ノート№8-A-22





≪学習問題≫


大きさの違う2種類のノートＡ，Ｂがあります。Ａ6冊とＢ4冊を買うと1440円，Ａ4冊とＢ3冊を買うと1000円です。


Ａ1冊，Ｂ1冊の値段は，それぞれいくらですか。


























①本時を構想する上でポイントとなる素地


○問題解決のための知識・技能


・加減法や代入法を用いて，連立方程式を解くことができる。


○既習とつなぐ見方・考え方


・1年「方程式」で，言葉の式や線分図，表を用いて，数量の関係を整理することを経験している。


○共同追究でのゆさぶり


・処理のよさについて，連立方程式と方程式を比較するのは初めて。


○ゆさぶりに対応する経験


・1年「方程式」で，方程式と逆算を利用した解法の比較検討を経験している。





≪定着・活用問題≫





授業計画･実施記録





主眼





≪学習問題≫








②見通し:Ａ1冊，Ｂ1冊の2種類の値段を求めたい。


→求めたい数量をx，yとして，連立方程式を立てればよさそうだ。





１　課題とまとめを一体のものとしてとらえるには





②学習課題: Ａ1冊，Ｂ1冊の値段をそれぞれx，yとし，言葉の式や図を利用して連立方程式を立てよう。





③個人追究:言葉の式や図を使って連立方程式を立てて求める。





④共同追究前半（解法の比較検討）


「連立方程式を使って問題を解決する手順はどうしたらよいだろうか？」


→「「①求めたい数量をx，yで表す。②2つの等しい関係を見つけ，連立方程式を立てる。③連立方程式を解く。④解が答えにふさわしいか確認する。」とすればよい。」





④共同追究後半（思考を深める）


「連立方程式を使うことのよい点は何だろうか？」


→「問題文にそって，2つの等式を立てればよい。」


「方程式にするには，2つの数量を1つの文字で表すことがたいへんだ。」





⑤まとめ（児童生徒の言葉で）


・2種類の数量を求めるには，連立方程式を利用するとよい。


・連立方程式を利用すると，問題の中にある数量の関係を整理しやすいので，連立方程式を利用していきたい。





⑥定着･活用問題


ある博物館の入館料は，おとな2人と中学生1人で1900円，おとな1人と中学生2人で1400円です。


おとな1人と中学生1人の入館料は，それぞれいくらですか。





＜本時の展開に当たっての留意点＞


・課題把握では，1年「方程式」の学習を想起させ，数量の関係を整理する方法を確認することが大切である。


・連立方程式と方程式の処理を比較検討する場面では，方程式


6x＋4(� EMBED Equation.3  ���)＝1440の式を示し，式の意味理解や処理の仕方を確認しながら，連立方程式の処理の簡潔さに気づかせたい。





【板書計画】
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